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2Ta－ 女性によるニューワーク　ーワーカーズ・コレクティブを対象に一
　　　　　　　　　　　　　　　　嶋崎　東子（お茶の水女大家政）

＜目的＞雇用されるのではなく、自営業でもない新しい働き方（ニューワーク）が近年増
加してきた。その典型的なものに、ワーカーズ・コレクティブ（働く者が所有者となり、
自ら経営に参加する事業体）という働き方がある。本研究は、生活クラブ生協の運動から
生まれたワーカーズ・コレクティブを対象とし、主に次の３点を分析することにより、ニ
ューワークの今後の方向性について考察することを目的とする。
①先行研究において分析されたワーカーズ・コレクティブの会員との志向の相違
②会員本人がこの働き方をすることによる、家庭生活一家族員の変化
③ワーカーズ・コレクティブという働き方の組織としての必要条件（仮説提示）
＜方法＞アンケート調査を中心に、資料・文献研究とヒアリングによって収集された情報
を加味して、分析を行なう。アンケート調査は、各グループの代表者対象の団体調査と、
会員個人対象の個人調査により成る。対象グループは、東京都、神奈川県、千葉県から選
んだ106グループ、対象者は、それらのグループに所属するなかの514名である。
＜結果＞I)会員の志向一運動としての意識を持ち続けながらも、事業として成り立つ働
き方づくりという面を重視するように変化。（2) 家庭生活・家族員の変化－①生活に関す
る会員本人の満足度、ワーカーズ、コレクティブという働き方に家族が賛成する割合の上
昇。②家事労働に関する会員本人の考え方、実際の家事労働の分担とも会員本人に偏らな
い方向に変化。(3）組織としての必要条件（仮説）　①適当な会員数　②男性の参加　③
適正な収入　④組織形態一法人格の取得

2Ta－2 1920年の女性労働の実態～『国勢調査』を用いて～

経済政策研　　　○高橋桂子

（目的）女性は経済発展のそれぞれの段階で労働とどのように関わってきたのか。先行研究

では, ①20世紀初頭，女性の多くは家内労働者として従事している，②年齢・配偶関係別で

は，若年未婚女性は紡績業や製糸業の女工として，既婚女性は農業などの家内労働者として

就業していた，などが明らかになっている。ここでは，既存の統計資料を用いて，全国ベー
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スと47都道府県ベースで，女性がどのような働き方をしていたか計量的に把握する。

（方法）　資料として第１［司『国勢調査』(1920年）を用いる。分析に用いる主な項目は，年

齢別・配偶関係別にみた職業小分類である。

（結果）　1920年の女性労働の特徴は以下の通りである。

＜全国ベース＞①15 歳以上でみた労働力串は約50％で，現在とほぼ同水準である。②産業

別では，農業部門で従事していた割合が64％ともっとも高い。ついで製造業の15.6%である。

③中村（1985）にしたがい，近代産業・在来産業という新たな軸で再集計した結果, 1920年

四I IJ　ゝ⌒‾‾‾/　　－　－　　｡において女性労働者の８割強は在来産業部門で従事していたことがわかった。

＜都道府県ベース＞①47県別では,労働力率の水準,年齢別にみた労働力率曲線の升釧犬は大

きく異なる。労働力率は，もっとも低い東京（25％）からもっとも高い茨城（76％）まで，

その差は大きい。その升刻犬は，概して，都市規模が大きくなるほど，台形型からＭ字型を呈

する傾向にある。
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